
Title 黒田友哉君学位請求論文審査報告
Sub Title
Author

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication year 2010

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.83, No.5 (2010. 5) ,p.129- 139 

JaLC DOI
Abstract
Notes 特別記事
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00224504-20100528-

0129

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


特

別

記

事

黒
田
友
哉
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

黒
田
友
哉
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
第
四
共
和
制
後
期
フ

ラ
ン
ス
外
交
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
｜
｜
冷
戦
、
脱
植
民
地
化
と
の
連

関
の
中
で
、
一
九
五
五
年
｜
一
九
五
八
年
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が

抱
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
を
包
摂
す
る
外
交
構
想
た
る
ユ

l

ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
を
中
心
に
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
統
合
に
対
す
る
認
識
と
行
動
を
、
豊
富
な
一
次
史
料
に
基
づ
き
検

討
し
た
フ
ラ
ン
ス
外
交
史
研
究
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
研
究
で

あ
る
。

特別記事

本
論
文
は
、

A
4判
で
本
文
二
二

O
頁
、
参
考
文
献
二
三
頁
か
ら

な
る
。
そ
の
一
部
は
す
で
に
黒
田
君
が
「
法
学
政
治
学
論
究
』
、
「
日

本

E
U学
会
年
報
」
と
い
っ
た
査
読
付
き
の
学
術
雑
誌
に
発
表
し
た

論
文
を
土
台
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
、
体

系
化
さ
せ
た
も
の
が
今
回
提
出
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
本
論
文
の
構

成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

問
題
の
設
定

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
に
お
け
る
「
再
出
発
」
期
の
重
要
性

フ
ラ
ン
ス
中
心
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
再
出
発
期
の
検
討
の

妥
当
性

研
究
の
背
景
一
フ
ラ
ン
ス
外
交
史
に
お
け
る
第
四
共
和
制

後
期
の
研
究
の
現
状
と
歩
み
の
総
括

本
研
究
の
意
義

本
研
究
の
独
自
性
｜
｜
同
時
期
の
先
行
研
究
諸
類
型
の
特

徴
一
「
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
研
究
の
登
場
と
問
題
点

第
五
節
本
論
文
の
構
成

第
一
章
第
二
次
世
界
大
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス

｜
｜
海
外
領
土
の
位
置
付
け
を
中
心
に

第
一
節
「
ユ

1
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
の
起
源

l
l連
邦
と
し
て
の
「
ユ

ー
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
か
独
仏
協
調
に
よ
る
植
民
地
開
発
か

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
と
海
外
領
土
の
位
置
付
け
｜
｜
例

外
的
「
ユ
l
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
？
大
西
洋
の
中
の
「
ユ
l

ラ
フ
リ
ッ
ク
」

英
仏
協
調
と
「
ユ
l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
」
｜
｜
ブ
ロ
ッ
ク

と
し
て
の
「
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
」

シ
ュ

l
マ
ン
・
プ
ラ
ン
交
渉
と
海
外
領
土
の
位
置
付
け

輪
文
の
構
成

序
章第

一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節
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｜
｜
小
欧
州
と
し
て
の
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
？

欧
州
政
治
共
同
体
交
渉
に
お
け
る
海
外
領
土
問
題
｜
｜
死

産
と
し
て
の
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
連
邦

第
五
節

小
括

第
二
章
欧
州
経
済
共
同
体
設
立
交
渉
と
フ
ラ
ン
ス
｜
海
外
領
土
の
加

入
を
中
心
に
｜
｜
（
一
九
五
五
1

一
九
五
七
）

第
一
節
脱
植
民
地
化
の
波
と
海
外
領
土
の
再
編

ハ
門
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
開
始
と
脱
植
民
地
化
の
波
に
対
す
る

フ
ラ
ン
ス
の
対
応

口
モ
レ
政
権
と
脱
植
民
地
に
対
す
る
初
期
の
対
応

臼
対
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
策
の
転
換
｜
｜
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
例
外
主

義
の
登
場

四
六
月
二
三
日
基
本
法
の
成
立
と
そ
の
背
景

第
二
節
ス
パ
ー
ク
報
告
と
海
外
領
土
問
題
の
争
点
化

付
ス
パ
ー
ク
報
告
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
対
応

ω
モ
レ
、
ピ
ノ
l
の
訪
ソ
と
軍
縮
交
渉
の
停
滞

日
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
会
議
と
六
カ
国
間
交
渉
に
お
け
る
海
外
領
土

問
題
の
争
点
化

第
三
節
ス
エ
ズ
危
機
と
独
仏
協
調
｜
｜
脱
植
民
地
化
対
応
戦
略
の

観
点
か
ら

ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
政
府
開
会
合

独
仏
協
調
の
前
段
階
と
し
て
の
ザ

l
ル
問
題
の
解
決

フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ス
エ
ズ
危
機
へ
の
介
入

口日

第
四
節

海
外
領
土
の
連
合
と
ロ

l
マ
条
約
調
印
｜
｜
ユ

1
ラ
フ
リ

ツ
ク
構
想
の
収
赦

フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
共
同
ユ

1
ラ
フ
リ
ッ
ク
共
同
市
場
路
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（ー）（ヨに）

線統
合
（
コ
ロ
芯

m
g
z。
ロ
）
か
ら
連
合

2

．8
8
a巳
宮
口
）
へ

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
援
助
問
題
と
海

外
領
土
の
共
同
市
場
へ
の
連
合

小
括

第
三
章
欧
州
原
子
力
共
同
体
（
ユ

l
ラ
ト
ム
）
交
渉
と
フ
ラ
ン
ス

｜
｜
海
外
領
土
の
加
入
を
中
心
に
（
一
九
五
五
｜
一
九
五
七
年
）

第
一
節
メ
ッ
シ
l
ナ
会
議
と
政
府
問
委
員
会

第
二
節
ス
パ
ー
ク
報
告
と
海
外
領
土
問
題
の
争
点
化

第
三
節
ス
エ
ズ
危
機
と
独
仏
協
調

第
四
節
海
外
領
土
問
題
交
渉
の
形
骸
化
と
ロ

l
マ
条
約
の
調
印

小
括

第
四
章
欧
州
自
由
貿
易
圏
構
想
と
フ
ラ
ン
ス
の
対
応
｜
海
外
領
土
・

国
問
題
を
中
心
に
｜
｜
（
一
九
五
六
｜
一
九
五
八
年
）

第
一
節
小
欧
州
と
大
欧
州

第
二
節
プ
ラ
ン

G
の
開
始
と
英
仏
連
合
案
交
渉

第
三
節

O
E
E
C閣
僚
理
事
会
と
共
同
市
場
、
欧
州
自
由
貿
易
圏

連
合
交
渉

第
四
節

第
五
節

ロ
ー
マ
条
約
の
調
印
と
海
外
領
土
連
合
交
渉
の
開
始

欧
州
経
済
協
力
連
合
提
案



ド
ゴ

jレ
の
権
力
復
帰
と

欧州、｜
自
由
貿
易
圏
構
想
の
挫
折

第
六
節

小
括

第
五
章
ロ

l
マ
条
約
の
始
動
｜
｜
発
効
、
関
税
同
盟
第
一
段
階
始
動

に
お
け
る
動
揺
と
確
立
（
一
九
五
七
｜
一
九
五
八
年
）

第
一
節
条
約
批
准
と
G
A
T
T
問
題
｜
｜
海
外
領
土
の
連
合
を
め

ぐ
る
議
論
を
中
心
に

E
E
C委
員
会
の
発
足
と
ア
フ
リ
カ
問
題
へ
の
介
入

リ
ュ
エ
フ
H
ピ
ネ
l
・
プ
ラ
ン
の
実
施
と
関
税
同
盟
の
受

第
二
節

第
三
節

に）（→

入
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
と
欧
州
経
済
共
同
体

ド
ゴ

l
ル
に
よ
る
E
E
C
の
受
容
｜
｜
内
政
的
側
面
を
中
心

第
四
節
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
の
帰
結
｜
｜
ロ

l
マ
条
約
以
後
の

海
外
領
土

括

終
章

特別記事

内
容
の
紹
介

本
論
文
で
は
、
以
下
の
四
つ
の
問
題
に
つ
い
て
、
膨
大
な
一
次
史

料
を
も
と
に
新
し
い
見
解
を
提
示
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
第
一
に
、

欧
州
防
衛
共
同
体
（
E
D
C
）
の
失
敗
の
後
に
一
九
五
五
年
頃
か
ら

開
始
さ
れ
る
「
再
出
発
」
期
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
上
い
か
な
る
重

要
性
を
持
っ
た
の
か
。
第
二
に
、
第
四
共
和
制
後
期
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
統
合
政
策
に
お
い
て
対
植
民
地
・
旧
植
民
地
政
策
は
い
か

な
る
位
置
を
占
め
た
の
か
。
第
三
に
、
主
に
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る

植
民
地
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
い
う
枠
組
み
に
連
携
さ
せ
よ
う
と
す

る
構
想
は
植
民
地
主
義
と
の
関
係
で
、
い
か
な
る
動
機
に
基
づ
い
て

立
案
、
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
そ
し
て
第
四
に
、
冷
戦
、
米
ソ

二
大
陣
営
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
と
い
う
国
際

環
境
に
お
い
て
、
こ
の
「
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
は
い
か
な
る
国
際
政

治
上
の
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
の
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意

識
に
基
づ
い
て
、
本
論
文
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
五
八
年
ま
で

の
フ
ラ
ン
ス
外
交
の
展
開
と
三
つ
の
大
き
な
政
策
領
域
に
分
け
て
論

じ
て
い
る
。
以
下
、
各
章
の
概
要
を
説
明
す
る
。

序
章
で
は
、
本
稿
の
問
題
提
起
、
先
行
研
究
の
紹
介
と
本
論
文
の

意
義
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

政
策
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
冷
戦
と
脱
植
民
地
化
と
い
う
国
際
環

境
に
注
目
す
る
重
要
性
、
と
り
わ
け
植
民
地
政
策
と
の
関
連
を
考
慮

す
る
必
要
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
近
年
発
表
さ
れ
つ
つ
あ
る
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
フ

ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
政
策
と
脱
植
民
地
化
の
関

連
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
焦
点
は
、
一

九
五
七
年
三
月
二
五
日
に
調
印
さ
れ
た
ロ

l
マ
条
約
の
一
つ
、
欧
州
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共
同
体
（

E
E
C
）
条
約
の
交
渉
過
程
に
お
け
る
、
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ

ク
共
同
市
場
構
想
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
、
脱
植
民
地
化
の
中
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
政
治
的
・
経
済
的
繋

が
り
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
、

E
E
C条
約
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、

E
E
C
に
加
え
て
、
欧

州
原
子
力
共
同
体
（

E
A
E
C、
通
称
ユ

l
ラ
ト
ム
）
お
よ
び
欧
州

自
由
貿
易
圏
構
想
と
い
う
、
他
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
ま
た

が
っ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
政
策
と
対
植
民
地
・
旧
植
民
地
政
策
と

の
連
関
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

本
論
文
の
中
心
と
な
る
対
象
時
期
は
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
五
八

年
で
あ
る
が
、
第
一
章
で
は
、
前
史
と
し
て
、
一
九
世
紀
に
湖
っ
て

ユ
l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
の
起
源
を
探
究
し
、
そ
の
後
の
構
想
の
諸
形

態
と
変
遷
を
一
九
五
八
年
ま
で
検
討
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
連
邦
構
想
の
亜
種
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク

連
邦
構
想
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
戦
後
復
興
の
た
め
に
米
国
に
よ

り
提
唱
さ
れ
た
大
規
模
援
助
で
あ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
、
英
仏

協
調
を
軸
と
し
た
植
民
地
協
力
、
欧
州
連
合
（
E
U
）
の
具
体
的
な

起
源
と
な
っ
た
シ
ュ

l
マ
ン
・
プ
ラ
ン
交
渉
に
お
け
る
海
外
領
土
加

入
問
題
、
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
形
成
を
視
野
に
入
れ
た
欧
州

政
治
共
同
体
（

E
P
C）
交
渉
に
お
け
る
海
外
領
土
加
入
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
準
備
作
業
は
、
脱
植
民
地
化
に
お
け
る
「
ユ

l
ラ
フ

リ
ッ
ク
」
の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
文
明

化
の
使
命
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
的
地
位
の
向
上
、
特
に
衰
退
か
ら

の
脱
却
と
い
う
「
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
推
進
の
動
機
は
、
す
で
に
こ

の
時
期
に
見
ら
れ
て
い
た
が
、
政
治
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
結
実

し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
を
め

ぐ
る
国
益
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
阻
害
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
植
民
地
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
は
、

二
者
択
一
の
選
択
肢
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
指
導
者
に
捉
え
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
時
に
「
ユ

l

ラ
フ
リ
ッ
ク
」
の
推
進
母
体
で
あ
り
な
が
ら
、
別
の
場
面
に
お
い
て

は
「
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
の
抵
抗
勢
力
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
の
第
二
章
で
は
、
一
九
五
七
年
春
に
調
印
さ
れ
た

E
E
C条
約

成
立
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
外
交
が
脱
植
民
地
化
に
対
応
す
る
戦
略
を

中
心
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
主
唱
者
の
ド
ゥ
フ
ェ
ー
ル
海
外
フ
ラ
ン

ス
相
、
ド
ゥ
フ
ェ
ー
ル
を
中
心
に
し
た
海
外
フ
ラ
ン
ス
省
に
よ
る
提

案
を
承
諾
し
た
首
相
モ
レ
、
外
相
ピ
ノ

1
、
そ
し
て
米
国
務
長
官
ダ

レ
ス
に
よ
っ
て
も
実
際
に
「
ユ

1
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
た
欧
州

共
同
市
場
へ
の
海
外
領
土
の
加
入
問
題
は
、
本
論
文
の
中
心
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
本
章
で
は
、
特
に
欧
州
共
同
市
場
へ
の
海
外
領
土
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市
場
の
連
合
が
、
そ
こ
に
制
度
的
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ブ
ラ

ッ
ク
ア
フ
リ
カ
の
仏
植
民
地
の
み
な
ら
ず
、
制
度
的
に
は
連
合
さ
れ

な
か
っ
た
が
、

E
E
C条
約
で
設
置
が
決
定
し
た
海
外
領
土
に
対
す

る
開
発
援
助
の
恩
恵
を
供
与
で
き
る
権
利
を
獲
得
し
た
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
と
い
う
北
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
脱
植

民
地
化
の
中
で
の
影
響
力
維
持
策
と
一
体
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
検
討
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
政
策
と
ア
フ
リ
カ
政
策
の
第
一
の
連
闘
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
一
九
五
五
年
六
月
か
ら
正
式
に
開
始
さ
れ
た
ユ

l

ラ
ト
ム
交
渉
に
お
け
る
海
外
領
土
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

メ
ッ
シ

l
ナ
会
議
直
後
か
ら
、
欧
州
共
同
市
場
案
と
同
様
に
、
独
仏

伊
ベ
ネ
ル
ク
ス
の
六
カ
国
に
よ
る
原
子
力
分
野
で
の
部
門
統
合
を
目

標
と
す
る
ユ

1
ラ
ト
ム
交
渉
に
お
い
て
、
海
外
領
土
の
問
題
は
加
盟

国
間
の
代
表
か
ら
な
る
専
門
家
委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
き
た
。
当
初

は
、
ベ
ル
ギ
ー
領
コ
ン
ゴ
の
持
つ
世
界
的
な
原
料
供
給
地
、
特
に
ウ

ラ
ン
供
給
地
と
し
て
の
地
位
が
、
ユ

l
ラ
ト
ム
交
渉
に
お
い
て
海
外

領
土
問
題
が
少
な
か
ら
ず
議
論
さ
れ
た
主
な
原
因
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
モ
レ
政
権
が
発
足
す
る
と
、
海
外
フ
ラ
ン
ス
省
を
中
心
に
原
子

力
版
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
が
構
案
さ
れ
た
が
、
一
九
五
六
年
四
月

に
提
出
さ
れ
た
専
門
家
委
員
会
に
よ
る
報
告
お
よ
び
ス
パ
ー
ク
報
告

で
そ
れ
が
軽
視
さ
れ
た
の
に
対
し
て
海
外
フ
ラ
ン
ス
省
は
、
海
外
領

土
の
位
置
付
け
を
明
確
化
す
る
よ
う
首
相
モ
レ
に
圧
力
を
か
け
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
モ
レ
は
、
一
九
五
六
年
七
月
の
国
民

議
会
で
の
演
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ド
ゥ
フ
ェ
ー
ル
案
に
同
意
を

示
し
、
六
カ
国
の
交
渉
議
題
と
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
っ
た
。
し

か
し
、
結
局
ユ

l
ラ
ト
ム
交
渉
は
具
体
的
措
置
に
つ
い
て
の
交
渉
が

進
展
せ
ず
、
同
問
題
に
つ
い
て
の
六
カ
国
間
の
交
渉
は
、
条
約
調
印

直
前
に
原
則
合
意
を
決
定
し
た
以
外
に
、
実
質
的
に
行
わ
れ
な
か
っ

た。
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
と
ア
フ
リ
カ
政
策
の
こ
の
第
二
の

連
関
に
お
い
て
は
、
最
終
的
に
ウ
ラ
ン
の
確
保
よ
り
も
、
フ
ラ
ン
ス

の
威
信
を
満
足
さ
せ
る
心
理
的
・
象
徴
的
効
果
が
重
要
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
十
分
な
供
給
が
米
国
に
よ

っ
て
保
証
さ
れ
た
後
も
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
よ
っ
て
海
外
領
土
の
ユ

l

ラ
ト
ム
へ
の
連
合
が
主
張
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

第
四
章
で
は
、
欧
州
自
由
貿
易
圏
創
設
交
渉
に
お
け
る
海
外
領
土

の
連
合
交
渉
と
フ
ラ
ン
ス
の
対
応
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
欧
州

自
由
貿
易
圏
創
設
を
め
ぐ
る
交
渉
は
、
一
九
五
七
年
二
月
の

O
E
E

C

（
欧
州
経
済
協
力
機
構
）
閣
僚
理
事
会
以
来
、
加
盟
一
七
カ
国
で

行
わ
れ
た
。
そ
の
直
後
ロ

l
マ
条
約
が
調
印
さ
れ
、
海
外
領
土
国
の

欧
州
共
同
市
場
へ
の
連
合
が
定
め
ら
れ
る
や
、
加
盟
国
の
海
外
領
土

市
場
の
連
合
の
問
題
が
交
渉
の
一
つ
の
重
要
な
争
点
と
さ
れ
た
。
欧
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州
自
由
貿
易
圏
と
欧
州
共
同
市
場
の
連
合
案
は
、
域
外
共
通
関
税
を

設
け
ず
、
原
理
的
に
は
大
き
く
異
な
る
欧
州
共
同
市
場
の
性
質
を
、

そ
し
て
海
外
領
土
市
場
の
欧
州
共
同
市
場
と
の
連
合
の
性
質
を
、
大

き
く
変
え
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
欧
州

自
由
貿
易
圏
と
欧
州
共
同
市
場
の
連
合
案
自
体
は
一
九
五
八
年
二

月
に
ド
ゴ

l
ル
に
よ
っ
て
破
棄
さ
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
り
提
案

さ
れ
主
導
さ
れ
た
こ
の
提
案
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
反
応
、
特
に
対

植
民
地
・
旧
植
民
地
政
策
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
政
策
と
ア
フ
リ
カ
政
策
の
第
三
の
連
関
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。

従
来
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
欧
州
自
由
貿
易
圏
に
お
け

る
「
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、
本
論
文
は
二
つ
の
こ
と
を
新

た
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
の

重
要
性
で
あ
る
。
海
外
領
土
と
海
外
県
の
除
外
は
合
意
さ
れ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の

O
E
E
C
へ
の
連
合
は
、
政

治
的
な
繋
が
り
の
維
持
を
果
た
す
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
強
く
望

ん
で
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、

O
E
E
C
に
お
け
る
海
外
領

土
問
題
は
、
本
質
的
に
「
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
に
か
か
わ
る
問
題
で

あ
り
、

E
E
C条
約
で
保
障
さ
れ
た
特
恵
貿
易
、
開
発
援
助
の
維
持

等
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
目
標
と
さ
れ
、
欧
州
開
発
基
金
、
加
盟
国
と

加
盟
国
海
外
領
土
間
の
特
恵
貿
易
体
制
と
い
う
「
ユ

1
ラ
フ
リ
ッ

ク
」
の
二
つ
の
果
実
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

る。
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一
九
五
七
年
の
ロ

l
マ
条
約
調
印
か
ら
一
九
五
九

年
一
月
一
日
の
関
税
同
盟
第
一
段
階
の
始
動
ま
で
の
時
期
が
取
り
扱

わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
政
策
と
ア
フ
リ

カ
政
策
の
第
四
の
連
関
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
八
年
一
月
に

発
効
し
た
ロ

l
マ
条
約
で
は
、

E
E
C委
員
会
の
設
置
な
ど
機
構
面

の
整
備
は
開
始
さ
れ
た
が
、
肝
腎
の
関
税
同
盟
に
関
し
て
は
、
こ
の

段
階
で
は
ま
だ
始
動
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
も
た
ら
す
財
政
逼
迫
な
ど
が
原
因
で
、
フ
ラ

ン
ス
が
関
税
同
盟
始
動
の
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
え
切
れ
る
か
は
必
ず
し
も

定
か
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
調
印
は
さ
れ
て
も
、
ロ

l
マ

条
約
調
印
か
ら
関
税
同
盟
第
一
段
階
が
実
際
に
始
動
さ
れ
る
ま
で
は

ロ
1
マ
条
約
の
実
施
は
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、

G
A
T
T
（
関
税
と
貿
易
に
関
す
る
一
般
協

定
）
の
枠
組
み
で
、
海
外
領
土
と
の
連
合
問
題
は
議
論
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

E
E
C条
約
の
批
准
を
最
優
先
す
る
フ
ラ
ン
ス
の

G
A
T
T

で
の
遅
延
戦
略
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
フ

ラ
ン
ス
の
財
政
改
革
案
リ
ユ
エ
フ
H
ピ
ネ

1
・
プ
ラ
ン
に
よ
る
フ
ラ

ン
切
り
下
げ
が
主
要
因
と
な
っ
て
、
海
外
領
土
と
の
連
合
問
題
は

徐
々
に
解
決
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、

第
五
章
で
は
、

一
九
五
九
年
一
月
一
日



に
域
内
で
の
関
税
削
減
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
輸
入
許
可
量
の
二

O
パ

ー
セ
ン
ト
拡
大
を
定
め
る
関
税
同
盟
第
一
段
階
が
始
動
す
る
際
、
海

外
領
土
と
の
連
合
お
よ
び
欧
州
開
発
基
金
は
維
持
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
海
外
領
土
と
の
連
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
的
・
内
政
的
努

力
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
黒
田
君
は
、
従
来
取
り
上
げ

ら
れ
な
か
っ
た
同
時
期
の
海
外
領
土
連
合
問
題
の
帰
結
を
扱
い
、
ロ

ー
マ
条
約
調
印
か
ら
関
税
同
盟
第
一
段
階
の
始
動
の
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
脱
植
民
地
化
対
応
戦
略
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

政
策
は
密
接
に
連
関
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
終
章
で
は
、
本
論
で
展
開
し
て
き
た
実
証
的
手
法
に
よ
る

議
論
が
要
約
さ
れ
、
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
冷
戦
、
脱
植
民
地
化
と
い
う
国
際
環
境
は
不
可
分

で
あ
り
、
特
に
脱
植
民
地
化
の
影
響
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
五

八
年
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
す
べ
て
に
お

い
て
顕
著
で
あ
り
、
脱
植
民
地
化
に
対
応
す
る
戦
略
が
そ
れ
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

特 別記事

評
価

本
論
文
の
第
一
の
意
義
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
に
お
い
て
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
対
す
る
脱
植
民
地
化
の
影
響
を
詳
細
に
分
析
す
る

独
自
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

統
合
史
の
大
家
ジ
エ
ラ
I
ル
・
ボ
ス
ア
ら
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
こ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

E
E
C設
立
条
約
交
渉
過
程
の
分
析
に
集
中
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
に
よ
っ
て
、
独
立
後
の
植
民
地
に
対
す

る
影
響
力
の
維
持
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
思
惑
は
少
な
か
ら
ず
指

摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
黒
田
君
は
、
こ
の
よ
う
な
初
期

の
研
究
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
を
一

つ
の
制
度
的
枠
組
み
に
包
み
込
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
ユ

1
ラ
フ
リ

ツ
ク
諸
構
想
に
対
す
る
理
解
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

利
用
可
能
に
な
っ
た
膨
大
な
一
次
史
料
を
精
査
す
る
作
業
に
よ
っ

て
、
黒
田
君
は
、
「
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
の
射
程
の
検
討
に
加
え
て
、

そ
の
推
進
の
背
景
に
あ
っ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
の
重
要
性
を
指
摘

し
た
。
さ
ら
に
欧
州
自
由
貿
易
圏
交
渉
に
お
け
る
海
外
領
土
の
連
合

は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
連
合
体
制
構
築
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
旧
植

民
地
の
集
合
体
で
あ
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
の
連
合
と
い
う
争
点
が

含
ま
れ
た
た
め
に
複
雑
化
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
欧
州
自
由
貿
易
圏

へ
の
連
合
は
、
一
九
五
八
年
一
一
月
の
交
渉
断
絶
に
至
る
ま
で
、
フ

ラ
ン
ス
政
府
に
よ
っ
て
断
続
的
に
で
は
あ
る
が
提
起
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
植
民
地
の
独
立
の
獲
得
と

い
う
形
で
完
了
す
る
狭
義
の
脱
植
民
地
化
が
終
わ
り
を
迎
え
る
一
九

六
0
年
代
に
ま
で
有
効
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

本
論
文
の
第
二
の
意
義
は
、
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
の
射
程
と
全
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体
像
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
先
行

研
究
に
お
い
て
既
に
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
と
り

わ
け
ボ
ス
ア
と
マ
リ
H

テ
レ
l
ズ
・
ピ
ッ
チ
の
編
集
に
よ
る
論
文
集

は
、
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
を
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
一
九
七

0
年
代
半
ば
ま
で
の
六

O
年
近
く
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
経
済
的
、
文

化
的
、
外
交
的
側
面
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
加
盟
国
に

加
え
て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
同
盟
国
ア
メ
リ
カ
の
認
識
も

考
察
対
象
に
し
た
、
極
め
て
視
野
の
広
い
研
究
で
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
さ
え
、
一
九
五
五
年

か
ら
五
八
年
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
が
推
進
し
た
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構

想
の
諸
側
面
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
な
か
で
黒
田
君
は
、

E
E
C
に
お
け
る
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想

を
除
け
ば
、
無
視
あ
る
い
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
ユ

l
ラ
ト
ム
交
渉
に

お
け
る
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
お
よ
び
欧
州
自
由
貿
易
圏
交
渉
に
お

け
る
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
に
光
を
あ
て
、
詳
細
に
分
析
し
た
の
で

あ
る
。本

論
文
の
第
三
の
意
義
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
原
動
力
」
に

対
す
る
問
い
に
一
つ
の
答
え
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
の
ボ
ス
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
の
大
家
で
も
あ
る
ド
イ
ツ
の

現
代
史
家
ウ
ィ
ル
フ
リ
l
ト
・
ロ

l
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
統
合
史
に
お
い
て
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
き
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統

合
の
原
動
力
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
は
、
ド
イ
ツ
問
題
、
経
済
的
相
互
依
存
、
平
和
の
追
求
、
冷
戦
、

経
済
の
近
代
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
政
治
的
意
思
の
存
在
と
い
っ
た
、
国

際
政
治
学
で
い
う
リ
ア
リ
ズ
ム
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
よ
る
説
明
が
な

さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
機
構
の
加
盟
国
が
脱
植
民
地
化
と
い

う
国
際
環
境
に
影
響
を
受
け
た
時
期
が
、
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

の
歩
み
に
お
い
て
一
時
期
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
が
植
民
地
主
義
を
原
動
力
と
し
て
取
り
上
げ
な
い
の
は
当

然
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ー
マ
条
約
が
調

印
、
批
准
さ
れ
、
発
効
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
日
の

E
U
の
基
盤
が

形
成
さ
れ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
ロ
ー
マ
条
約
成
立
に
お
い
て
植
民

地
主
義
が
果
た
し
た
役
割
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

黒
田
君
の
本
論
文
は
、
植
民
地
主
義
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
推
進
の
原

動
力
の
一
つ
と
し
て
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
を
果

敢
に
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
論
文
の
第
四
の
意
義
は
、
ユ

l
ラ
ト
ム
研
究
に
対
す
る
新
た
な

解
釈
を
提
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
従
来
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
ユ

l
ラ
ト

ム
政
策
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
海
外
領
土
の
問
題
が
検
討
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
黒
田
君
は
、
ユ

l
ラ
ト
ム
交
渉
に

お
け
る
海
外
領
土
の
位
置
付
け
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
立
場
の
変
化
に
注
目
し
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
ユ
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ー
ラ
ト
ム
に
お
け
る
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
を
象
徴
的
・
心
理
的
効

果
が
狙
い
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
た
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
内
で
原
子
力
問
題
の
専
門
家
で
あ
っ
た
ゴ
ー
ル
ド

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ウ
ラ
ン
供
給
地
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
領
コ
ン
ゴ
の
位
置

付
け
を
明
ら
か
に
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
し
か
し
、
米
国

に
よ
る
濃
縮
ウ
ラ
ン
供
給
保
障
が
伝
達
さ
れ
た
後
は
、
六
カ
国
間
で

は
具
体
的
な
検
討
は
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
も
、
一
九
五
六
年
七
月
に
行
わ
れ
た
モ
レ
首
相
の
国
民
議
会
で
の

演
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
心
理
的
効
果
が
依
然
重
要
で
あ
っ
た
。

そ
の
演
説
で
は
、

E
E
C
に
お
け
る
海
外
領
土
と
の
連
合
に
先
立
つ

「
第
一
の
ユ

I
ラ
フ
リ
ッ
ク
」
と
し
て
、
ユ

l
ラ
ト
ム
の
設
立
が
謡

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

特別記事

最
後
に
第
五
の
意
義
は
、

O
E
E
Cを
舞
台
と
し
た
欧
州
自
由
貿

易
圏
構
想
に
対
す
る
新
し
い
解
釈
を
提
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、

欧
州
自
由
貿
易
圏
構
想
に
お
い
て
も
、
海
外
領
土
の
位
置
付
け
は
一

つ
の
重
要
な
争
点
と
さ
れ
つ
つ
も
、
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
な
か
で
、
黒
田
君
は
、
欧
州
自
由
貿

易
圏
構
想
に
お
け
る
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
の
重
要
性
に
注
目
し
、

実
証
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、
欧
州
自
由
貿
易
圏
交
渉

に
お
い
て
、
す
で
に
「
第
一
の
意
義
」
で
指
摘
し
た
フ
ラ
ン
ス
連
合

に
お
け
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
特
殊
な
地
位
に
加
え
て
、

E
E
C条
約

に
お
い
て
保
障
さ
れ
た
海
外
領
土
に
対
す
る
既
得
権
益
、
つ
ま
り
特

恵
貿
易
と
開
発
援
助
基
金
が
、
欧
州
自
由
貿
易
圏
に
お
い
て
保
障
さ

れ
る
か
ど
う
か
が
懸
案
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想

の
推
進
者
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
欧
州
自
由
貿
易
圏
へ
の
海
外

領
土
と
の
連
合
に
対
し
て
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
た
原
因
と
し
て
指

摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
黒
田
君
は
、
欧
州
自
由
貿
易
圏
交
渉
に
対

し
、
フ
ラ
ン
ス
が
か
な
ら
ず
し
も
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
一
因
と
し

て
、
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
E
C
S
C）
加
盟
国
の
海
外
領
土
に

対
す
る
既
得
権
益
の
維
持
を
理
由
と
し
て
新
た
に
抽
出
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
論
文
は
実
証
性
と
独
自
性
を
兼
ね
備
え
た
高
い
水

準
の
研
究
で
あ
る
が
、
ま
た
同
時
に
課
題
も
い
く
つ
か
散
見
さ
れ
る
。

第
一
の
課
題
は
、
本
論
文
に
お
い
て
、
中
心
と
な
っ
て
い
る
ロ
ー

マ
条
約
の
成
立
過
程
お
よ
び
政
策
決
定
過
程
が
十
分
に
分
析
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
外
交
史
研
究
で
は
政
策

決
定
過
程
の
分
析
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の

点
に
対
し
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
て
も
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
本
論
文
の
主
目
的
が
か
な
ら
ず
し
も
同
条
約
の
成
立
過

程
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
脱
植
民
地
化
の
関
連
を
詳
細
に

分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
分

析
の
焦
点
の
絞
り
方
に
も
納
得
が
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
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第
二
の
課
題
は
、
冷
戦
の
影
響
に
対
す
る
分
析
が
十
分
と
は
言
い

難
い
点
で
あ
る
。
冷
戦
と
い
う
国
際
環
境
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
、
フ

ラ
ン
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
対
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
を
論
じ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
な
が
ら
、
ソ
連
や
東
側
陣
営
に
対
す
る

脅
戚
認
識
自
体
、
な
ら
び
に
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
変
還
に
対
し
て
与
え
た
影
響
が
十
分
に
論
じ
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
さ
ら
に
踏
み

込
ん
だ
考
察
が
加
わ
っ
て
い
れ
ば
こ
の
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に

対
す
る
分
析
が
一
段
と
深
い
洞
察
に
基
づ
い
た
も
の
に
な
っ
た
で
あ

ろ、っ。最
後
に
、
こ
の
時
期
の
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
の
存
在
が
、
現
在

の
E
U
・
ア
フ
リ
カ
関
係
、
あ
る
い
は

E
Uと
第
三
世
界
と
の
関
係

に
お
い
て
与
え
て
い
る
影
響
が
十
分
に
分
析
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
と
り
わ
け
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想
が
フ
ラ
ン
ス
の
威
信
や
象

徴
的
効
果
か
ら
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
明

示
的
な
説
明
が
な
い
の
は
、
残
念
で
あ
る
。
ユ

l
ラ
フ
リ
ッ
ク
構
想

は
も
は
や
歴
史
の
上
で
し
か
語
ら
れ
え
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ

る
い
は
現
代
の

E
U
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
の
理
解
に
お
い
て
も
重
要

な
要
素
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
関
心
と
考

察
が
あ
れ
ば
、
本
論
文
は
さ
ら
に
視
野
の
広
い
も
の
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
そ
れ
自
体
が
新
た
な
独
立
し
た
研

究
テ
l
マ
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
十
分
に
検
討
し
て
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い
な
い
こ
と
は
、
本
論
文
の
本
質
的
な
意
義
を
損
な
う
も
の
と
は
い

え
な
い
。

四

結

論

こ
の
よ
う
に
、
問
題
点
を
抱
え
、
将
来
の
課
題
も
残
っ
て
い
る
が
、

黒
田
友
哉
君
が
提
出
し
た
本
論
文
は
、
第
四
共
和
制
後
期
の
フ
ラ
ン

ス
外
交
を
実
証
的
に
分
析
し
た
フ
ラ
ン
ス
外
交
史
研
究
と
し
て
、
ま

た
よ
り
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
研
究
と
し
て
、
学
界
に
対
し
て
多

大
な
貢
献
を
行
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
誠
に
大
き

い
と
言
え
る
。

よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
、
博
士
（
法
学
）
（
慶
慮
義

塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
値
す
る
も
の
と
判
断
し
、
そ

の
旨
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
二
二
年
二
月
九
日

主
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法

学

研

究

科

委

員

田
中

俊
郎

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

完
爾

赤
木



特別記事

副
査

慶
腰
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

田
所

昌
幸

吉
田
真
吾
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

問
題
の
所
在

吉
田
真
吾
君
の
博
士
学
位
請
求
論
文
「
日
米
同
盟
の
制
度
化

九
六
三
｜
一
九
七
八
年
」
は
、
一
九
六
三
年
か
ら
七
八
年
の
聞
に
、

多
く
の
事
務
レ
ベ
ル
の
安
全
保
障
協
議
、
お
よ
び
自
衛
隊
と
米
軍
の

協
力
枠
組
み
の
制
度
化
が
進
ん
だ
事
実
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
、
当

該
期
に
国
際
政
治
環
境
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
日
米
両
国
間
に

相
互
不
信
が
高
ま
り
、
日
米
関
係
を
揺
る
が
す
相
互
不
安
が
同
盟
の

制
度
化
を
促
し
た
と
い
う
理
論
的
分
析
を
提
示
す
る
。
本
論
文
の
構

成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序

論

問

題

と

視

角

第
1
章
契
機
と
し
て
の
「
パ
ワ
l
の
拡
散
」

第
1
節
米
国
の
防
衛
負
担
分
担
の
要
求
と
二
つ
の
事
務
レ
ベ
ル
協

議
一
九
六
三
｜
一
九
六
四
年

相
互
不
安
の
顕
在
化
一
九
六
四
｜
一
九
六
六
年

軍
事
協
力
の
萌
芽
と
事
務
レ
ベ
ル
協
議
の
設
置
一
九
六

第
2
節

第
3
節
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